
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春松小学校 第 5学年 知床学（海洋教育）学習指導案 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



春松小学校 第 6学年知床学学習指導案 

日 時       令和 4年 9月 8日 

対 象  羅臼町立春松小学校 6年生 

 

(1)目標：津波の性質と危険性を理解し、津波から身を守るための行動を考えることができる。 

(2)本時の展開           

○主な学習活動 →予想される児童の反応 ・活動内容 □留意点 

過程 主な学習活動 留意点 

導入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇「津波」という言葉を知っているか答える。 

→知っている、知らない 

 

○津波について知っていることを挙げる。 

→大きい波、東日本大震災 

 

○津波の恐ろしさや被害について想像する。 

・東日本大震災では最大 10ｍ以上の津波が町を

襲ったことを確認する。 

・10ｍの高さの水の塊が迫ってくることを想像

する。 

 

○東日本大震災の映像を見て、隣同士で感想を

話し合う。 

→こわい、すごい、流されたら死んじゃう 

 

○課題を把握する。 

・羅臼は海が近いので、津波が来る危険性があ

る。 

・津波から身を守るために、津波を知る必要が

ある。 

 

 

 

○実験を行い、津波の性質を知る。 

・波と津波の違いを理解する。 

①波は風の力、津波は地震の力でおこる。 

②波は水の表面が動き、津波は水全体が動く。 

③地震が起きたら、津波が来る可能性がある。 

・津波の種類を理解する。 

③引き波は一度引いてから津波がくる。 

④押し波は引かずに一気に押し寄せる。 

 

・津波が来た時に安全な場所と危険な場所を確認

する。 

 

 

 

 

 

 

□水の塊の例えを示すことで、より津

波の恐ろしさや凄さを実感させたい。 

（教室いっぱいの水が襲ってきたらど

うなるだろう。） 

 

 

□想像したことと関連付けながら考え

られるよう声掛けを行う。 

 

 

□「羅臼にも津波は来るだろうか」と

いう問いかけをする。 

 

 

 

 

 

 

□手を入れて波と津波の違いを実感さ

せる。津波は何度も戻ってくることを

確認する。 

 

 

□なぜ冲に見に行く人がいるのか考え

させ、津波が来る前に波が引くという

誤解があることに気づかせる。 

 

□国後島の地形モデルを設置して実験

を行う。地形モデルの縮尺の説明をし

津波を知り、どのようにして身を守るか考えよう。 



 

 

 

 

終末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤危険な場所は低い場所、海・川の近く、安全

な場所は高くて海から遠い場所 

 

○ワークシートで実験結果をまとめる。 

 

○羅臼に津波が来るか考える。 

→来るかもしれない、わからない 

 

○津波はいつか必ず来るということを確認す

る。 

・今後 30年間に大きな地震が来る可能性は高い

と言われている。 

・生きているうちに来るかはわからないが、い

つか必ず来る。 

 

○自分は津波から身を守ることができるか考え

る。 

→自信はない、逃げられると思う、逃げ方が分

からない、状況による 

 

○教師の説話を聞く。 

・釜石の子どもたちが自分で身を守った話か

ら、自分自身で身を守ることの重要性に気づ

く。 

ておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

□地震動予測地図を提示し、生きてい

るうちに来るかはわからないけれど、

いつか必ず来るのだということを知ら

せる。 

 

□逃げることはとても難しいことだと

いうことを伝え、普段から防災につい

て保護者と話をすることを促す。 

 

 

□正しい行動をすれば命を守ることが

できることを伝え、希望を持たせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


